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研究成果の概要（和文）：地域で暮らす65歳以上の高齢者で、抑うつ状態、認知機能の低下がない2634人を5年間に渡
って経過を観察した。当初、73.9%の人に物忘れの自覚を認め、5年後も物忘れを自覚していたのが45.8%、回復したの
が28.4%、そして新しく物忘れを自覚するようになったのが7.8%であった。認知症の前駆段階であるMCIになったのが9.
5%、そして認知症となったのが4.5%であった。主観的なもの忘れやメタボリック症候群があっても5年後の認知機能に
影響を与えることはなかった。認知機能の低下を防ぐためには、他者からの社会的な支援が少なく自立している生活を
していると好ましい可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：Japanese community-dwelling older people (1316 men, 1318 women) without 
depression and cognitive decline, aged more than 65 years old, were followed up for 5 years. In baseline 
examination (2007-2008), the prevalence of subjective memory impairment (SCI) was 73.9%. Five years 
later, 45.8% had still suffered from SCI, 28.4% had improved normally, and 7.8% had been aware of SCI. Of 
cognitively normal people in the baseline, 9.5% had declined to MCI and 4.5% to dementia (MMSE < 24).SCI 
and metabolic syndrome did not affect cognitive decline during 5 year follow-up interval. To protect 
cognitive decline might live independently under less social support.

研究分野：精神医学
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１．研究開始当初の背景 
65 歳以上の高齢者のうち、認知症の人は推
計 15％で、2012 年時点で約 462 万人に上る
ことが厚生労働省研究班（代表者・朝田隆筑
波大教授）の調査で報告され、認知症になる
可能性がある軽度認知障害（MCI: mild 
cognitive impairment）の高齢者も約 400 万
人いると推計されている。さらに、厚生労働
省は 2015 年 1月には、認知症の人が 10 年後
の 2025 年に 700 万人に達するとの推計値を
明らかにし、これは 65 歳以上の高齢者の５
人に１人に当たると計算されており、世界に
先駆けて最も高齢者の数が多くなる日本に
おける認知症対策は極めて重要である。 
こうした中、現在の認知症臨床においては、
早期発見早期対応の重要性が指摘されてお
り、根本的治療法がない中でも、早期に非薬
物療法などを行うことで、進行を遅らせる可
能性が指摘されている。そのため、認知症へ
と進展する様々な危険因子を同定すること
は極めて重要である。 
認知症になる前から出現する、もの忘れを自
覚するという主観的認知障害（ SCI: 
subjective cognitive impairment）という
概念は、将来的な MCI や認知症発症の危険性
を予測する可能性が指摘されており、日本人
高齢者におけるデータを蓄積していくこと
は極めて重要である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、地域在住高齢者のコホート研究
（ベースライン 4427 名参加）において新規
に発症する SCI、MCI、あるいは認知症領域へ
の転換に、認知症の危険因子として指摘され
ている心血管疾患やⅡ型糖尿病の原因とし
て知られるメタボリック症候群が与える影
響について、抑うつ状態、生活習慣、社会的
サポート、そして心理的苦痛などの要因を加
えて検討する。また、SCI から MCI と認知症
への転換可能性の目安についても検討する。 
 
３．研究の方法 
 平成 19年から 20年にかけて実施した藤原
京ベースライン健診の参加者 4427 名中、認
知機能検査を実施できた 4016 名に対して、
平成 24 年 2-11 月に延べ 55 日間に渡って追
跡健診を行った。さらに脱落者を少なくする
ため、都合により参加できなかった対象者に
簡易版追跡健診を追加実施した。その後、脱
落者の情報については訪問調査を実施し、不
参加の理由について確認を行った。MCI の基
準としては地域における大規模な調査のた
め、便宜上、遅延再生能力の低下しているこ
と（3単語遅延再生正当数 < 2）とした。 
 健診項目としては、以下のとおりである。 
(1)血液検査（HDL コレステロール、中性脂
肪、空腹時検査） 
(2)身体計測（腹囲、身長、体重） 
(3)血圧測定 
(4)問診（高血圧、脂質異常症、糖尿病治療

歴の確認） 
(5)心理検査等（SCI の確認「最近、物忘れ
が多くなったと感じますか？」、MMSE: 
mini-mental state examination 、 GDS: 
geriatric depression scale 短縮版） 
(6)アンケート調査（人口統計学的等） 
(7)遺伝子検査（ApoE に関する SNP: single 
nucleotide polymorphism） 
 
４．研究成果 
 (1) ベースライン健診参加者から抑うつ状
態（GDS > 5 点）、認知症領域の認知機能（MMSE 
< 24 点）、そして遅延再生能力の低下してい
る者（3 単語遅延再生正当数 < 2）を除いた
3281 人を対象とした。2634 人（男性 1316 人、
女性 1318 人）が追跡健診を終了した（追跡
率 80.3%）。ベースライン健診において対象者
の 73.9%に主観的認知障害を認め、メタボリ
ック症候群の割合は 15.9%であった。追跡検
診者で 5年後も SCIの状態が持続していたの
が 45.8%、SCI から回復したのが 28.4%、継続
して SCI の状態でなかったのが 18.0%、そし
て新規に SCI となったのが 7.8%であった。新
規に MCI となったのが 9.5%、そして認知症領
域となったのが 4.5%であった。65 歳上の地
域在住高齢者における SCIの 5年後の経過を
調査した。低下した認知機能が回復する一群
があることが報告されているが、物忘れの自
覚においても一定の割合で回復することが
示された。 
(2) 新規の MCI と認知症領域への低下の有
無を各々従属変数として、多重ロジスティッ
ク回帰分析（変数増加法尤度比）にて関連要
因を検討した。独立変数には、ベースライン
健診時の年齢階級、性、教育歴、睡眠障害、
飲酒・喫煙習慣、歩行、メタボリック症候群、
そして主観的物忘れなどに加えて、堤らが開
発した Jichi Medical School ソーシャルサ
ポートスケールを用いた。5年後の新規のMCI
と認知症領域への低下の有無に対して、SCI
とメタボリック症候群の影響は、いずれも統
計学的な有意差を認めなかった。SCI やメタ
ボリック症候群は5年間という短い期間にお
いては、MCI や認知症領域への低下に影響を
与えることはなかった。欧米のレビューでは、
中年期の高血圧や肥満の影響が指摘されて
おり、何十年という経過を観察する必要があ
るかもしれない。 
(3) アポリポプロテイン E4（ApoE4）に関す
る遺伝子の SNP 解析を継続し、最終的に対象
者 2331 人に関する結果が得られた。16.5%の
対象者が ApoE4 を有していた。 
(4) 認知症領域への低下の有無を従属変数
として、ApoE4 の情報を独立変数として追加
し、多重ロジスティック回帰分析（変数増加
法尤度比）にて関連要因を検討した。高齢に
なることは、認知機能低下の危険が高くなり
（オッズ比 2.3-5.1、対照 65-69 歳）、教育歴
が 10 年以上あることは保護的に働いていた
（オッズ比0.38: 0.25-0.58 （95%信頼区間）、



対照 9 年未満）。配偶者からの社会的サポー
トが高いことは、認知機能低下の危険性が高
くなった（オッズ比 1.7: 1.02-2.77、対照低
サポート群）。また、残存歯数が 20 本以上あ
ると認知機能の低下に保護的に働くことが
統計学的に有意な傾向で示された。社会的な
サポートがあることが認知機能の維持には
マイナスに働いている可能性があり、地域在
住の健常高齢者において自立的に生活する
ことは認知機能を保つ上で重要な可能性が
あるが本研究は探索的であり今後のさらな
る検討が必要である。 
(5)5 年後に新規に SCI が生じる要因につい
てベースライン健診時のデータを独立変数
として多重ロジスティック回帰分析を実施
した。変数減少法尤度比にて、女性であるこ
とが統計学的に有意差をもって 5 年後の SCI
の危険性を高めた（オッズ比1.5: 1.04-2.1）。
ApoE4 の影響は統計学的な傾向が示された
（オッズ比 1.6: 0.96-2.50、P=0.075）。                                                                                                                                   
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